
飼育試験i入オ

的

昭和44年 3月、ソ連邦バイカル湖から導入したオームリの成育及び環境条件を究明し、本県にお

ける特産物として資源自給体制lを整え、民間に観賞用、食用として普及することを目的とする。
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4 7年度の水温は、第 1図に示したように最高が8月中旬の 16.1 'c、最低は2月上旬の 4.7'c 

であったo 最高温度は 45年20.0 'c、4 6年 18.2'Cに比較して、今年は最も低かった。そのた
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落口/池の水温周年変化第 1図



め、例年発生していたピブリオによる発死は見られなかった。最低水温は 45年士 1'c、 46年

4.4 'cで今年はやや高く、冷夏暖冬型の特徴を示した。

2. 種の査定について

オームリには文献によると第1表によって 3種類が存在しているようになっているが、現在飼育

しているのがその中のどれに相当するかを検討するため魚体測定を行った。なお供試魚は次に述べ

第 1表 オームリ各部の測定値

側線鱗数 背 び れ 瞥 び れ 鯨把数 備

9 1 国 9- 1 1 皿 11 - 1 2 4 7 - 5 1 ロシア語文献による

8 6 聞-IV(9) 1 0 - 1 2 m-IVI0-12削) 3 5 - 5 1 /1 

8 3 IV 1 0 皿 12 4 5 /1 

※1. Coregonus autumnaris migratorius(Georgi) (バイカルオ ムリ)

※ 2. Coregonus autumnarislPallas) 

※ 3. Coregonus Subau tumna ri s 

第2表 オームリ魚体劃定表

合♀ 脊椎骨数 側線鱗数 背鰭条数 啓鰭条数
第Ii思の飽把数

全 長
左 右

1 61 92 皿 9 国 13 36 36 32.6 

2 61 92 m 10 田 12 36 36 32. 1 

3 60 91 田 9 阻 11 36 36 29. 3 

4 古 61 91 皿 10 田 12 35 35 33. 2 

5 ♀ 61 92 国 9 皿 11 36 36 27. 3 

6 62 85 - 86 田 9 m 11 35 35 27. 1 

7 合 60 85 - 86 皿 9 皿 11 35 35 31. 9 

8 ♀ 60 91 国 10 m 11 34 34 33. 0 

9 ♀ 61 92 m 11 皿 12 35 35 33. 4 

10 60 92 皿 10 皿 11 36 36 30. 4 

11 ♀ 61 92 匝 9 皿 12 34 34 28.3 

12 
合

60 91 皿 10 皿 11 36 36 34. 6 
0.79 

13 
♀ 61 90 皿 10 皿 12 37 35 31. 0 
3.09 

14 
♀ 61 93 田 10 血 11 36 36 33. 9 
2.69 

15 ♀ 61 92 m 10 皿 12 37 36 33.8 
3.29 

I 必 1-必 6は、 S4 8. 1. 1 2のもの

備 必 7-必 10は、 S4 8. 1. 9のもの

必 11は、 S47.1 1.20のもの

必 12-必 15は S4 8.2.3のもの

E o♀空白のところは確認できなかった。

考

※ 1 

※ 2 

※ 3 

尾文体長

30.9 

29. 6 

27. 2 

31. 7 

25. 4 

24. 9 

29.8 

30. 3 

32.0 

28. 1 

26. 0 

31. 7 

29. 3 

31. 1 

考 回 総把には両端の部分vc突起がみられ、成長するに従って大きくなり館把数が増すのではな
いかと考えられる。
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る採卵試験中に発死したもので、体長 30 c前位に成長したものでも、魚体を移動させる際、少しで

も鱗の損傷があったりすると、豊富死し易いことを示している。第2表は魚体各部の測定値を示した

もので、側線鱗数、背びれ条数ではCoregonusantmnnaris migratoriuo(Georgi)に近く、

瞥びれ条数、鯨把数ではCoregonusautmnnaris(Pallas)に近い値となってL、る。

3. 採卵試験

相坂養魚場において 47. 8. 1 5発死魚を開腹したとこる、全長 34 c筒、体長29.8 c盟、体重 374

9、卵巣重量 14. 7 !J、卵径1.2酬で、マス類の生態から見ると、秋には成熟可能と考えられ、採

卵試験を行った場所は落口ノ池監視小屋敷地内K2m平方、深さ 70cmの水槽をコンクリートプロ

ックで作り、積雪時には低温となる沢水をヲh，、て、親魚を収容した経過は次のとおりであった。

月 日 成 熱 状 況

1 1. 2 4 相坂養魚場より、 44年魚50尾を試験水槽に移す。

1 2 2 3 第 1回採卵、成熟魚なし

1 9 第2回採卵、♀ 1尾搾り出しによって放卵した。採卵は少量に止め古の成熟魚を探した

が放精する個体がなかった。

1 1 2 第 3回採卵、前回放卵lた♀を再び採卵したところ、過熱卵の状態を示じていた。崩嬢

した卵もあり数ははっきりしないが大体 2，00 0粒、卵径2.28棚であった。会の成熟

魚なし。

1. 2 0 第4回採卵、会♀ともなし

2. 3 第5回採卵、向上

3. 2 2 第 6回採卵、向上

4. 相坂養魚場親魚養成試験

飼育尾数

4 7年 4月 4 8年 3月

4 4年魚 369尾 230尾(平均体長 30 cm ) 

4 5年魚 36 17 " 23 cm ) 
4 6年魚 31 5 290 " 1 2 c現】
4 7年 発限卵の輸入なじ。

N 調査の成果および今後の課題

オ ムリの採卵はー尾だけにとどまり、古の成熟魚は出なかった。文献によると、オームリのふ化

適温は 0.5'cで(第3表)、収容した水槽の水温は第2図K示すとおり、今年は異常な暖冬により 4

℃以下にならなかった。成熟しなかった原因もここにあるものと考えられる。したがって次年度は、

飼育水の水温を人工的に管理することにより、採卵が可能になるものと考えられる。
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第 3表 オームリ卵の発生に及ぼす高温の影響

水 温
指 標

0.5 じ 3 ℃ 

ふイヒ 日 数但) 220 2 0 0 

積算温度判 264 5 0 0 

撃さ 死 率(効 2 5 7 5 

奇形の個体数附 殆んどなし 5 0 ~ 6 0 

ジエ、ア、チエノLニヤエブ

パイカルオームりの匪発生よりヲl用
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第 2図 親魚収容水槽の水温
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